







本文は， (1 )磁気ベクトルポテンシャルによる磁界の有限要素法定式化， ( 2 )ヒステリシス磁
化曲線や磁気ヘッドの非線形特性の表現と非線形方程式の解法， (3)交流バ イアス法による記録再
生のシミュ レーション， などから成る。 シミュ レーションからは， (1 )磁気ヘッ ド形状やテープ速
度などのパラメータと再生出力との関係， ( 2 )交流ノ〈イアス記録におけるうず電流の影響， などが
明らかにされた。
呼吸制御によるα波発生機構の解析
作 田 利 昭
H千岐とはH乎会i.， I吸気からなる生理現象である。 呼吸には， また腹式， 胸式の 2 種がある。 これらの
呼吸方式と精神のリラックス時にみられるα脳波との関係につき研究を行っている。
この結果， 呼吸の呼気のときには， 吸気のとき以上にαj皮の発生率が高いこと， 胸式より腹式の方
がよりα波の発生率の高いことがわかった。 以上の実験事実から精神のリラックスをはかるためには，
腹式呼吸を行1， \， 呼気をできるだけ長し 毎分当りの呼吸数も減少させるのが良いことがわかった。
また， αj皮の発生率のÜ\I，、人でも， この訓練を行うことによって， リラックス状態がきわめて確実に





は波形のひずみが大きL、。 この論文では， これらと全く異なる磁気回路にくま取り巻線を施して， 単













副腎皮質系ホルモンであるCR F， ACTH， コルチゾールの血中動態の数学モテルを作成し， 計
算機シミュ レーションを行っている。 このモデルは中枢神経系， 特に生物時計も考慮しであり， 各ホ
ルモンの日周リズムがシミュ レーション結果と臨床的データで良い一致を示している。 更に， このホ
ルモン系の典型的誤調節である。 アデ イソン病， クッシング病， 下垂体機能低下症に関するシミュ レ
ーションによる考察を行っている。
コオロギと数種の直麹昆虫における発音機構の比較





また， スズムシの場合， コオロギの発音候件にきわめて近いけれども， Irl，j坦の開閉両時に， 発音がな







イi炭をZ n - Bu 1系で処理して得た生成炭はベンゼンに90%以上j容解した。 この反応機構を明らか
にするため， モテル化合物10種を用いて得た生成物を. G C - M S 分析等で調べた。 多環芳香族化合









塩化カルシウムと分f化合物 CaC12・4 CH30Hを作る特性を利用し， 活性炭に塩化カルシウムを添着





岩 城 浩 之
紙I環. 1 8π電子系化合物のアズ レノ[1. 2 -bJアズ レンのモノエステル誘導体， 及びシエステル体を
合成し. lH- NMRスベクトル等のìWJ定やトリ フルオロアセチル化により， その18π電子芳香族性を





中間体として 3ー シアノ インダゾール・ l ・オキシドを経由する方法で， 3ークロロ ONN お
よび4 ニトロ NNOーアゾキシベンセ守ンの合成法を検討した。 また対応するアゾ化合物を参加する
方法で 2 ー および4 ←ニトロー ONNー アゾキシベンゼンを合成した。
石炭モデ ル化 合 物の還 元メ チ ル化 反 応
一芳香族エーテ ルと複素環化合物などの反応ー
荻 野 忠 義
石 炭モデル化合物として， P 置換芳香族エー テル， ケトン， エス テル， サル ファ イド並びに複素
環化合物の還元と還元メチル化反応を行い， 石 炭可溶化機構を調べ次の結果を得た。 ( 1 )電子吸引
基はC-O開裂を促進させ， その効果はCH3COO>H>CH3 >CH30>OH"=iNH2である。 ( 2 ) C6 
α β  
H5 CH2十 O十 (CH2) nC6 H5 の n を長くすると， ß開裂は起り難くなる。 (3 ) 炭素 ヘテロ原子聞
の開裂速度を求め， C - O>C -S >C - Nであった。 ( 4 )複素環化合物の 開裂物より生成経路を
調べた。
Thermal polycondensation in solid state of 
N - hydroxyalky 1ー2 -im idazolidinone 
金 山 良 成
掲題の化合物( 1 )の水溶液中での脱離反応および国相での熱分解反応、 について検討した。 ( 1 ) 
は側鎖が それぞ れメチル (Ia )， エチル (Ib )， プロピル (Ic)， およびブチル (Id )の4 種類 を合成
し， これら試料の熱分解生成物 の構造 を lH-13C- NMR， IR， ESR より検討し， 熱分析 (とし て
DSC)測定より， Ia は1次， その他 は0 . 5次反応、であった。 0 .5次反応の化合物 のうち， 活性化エネ
ルギーはIb がIc， Id の約1/ 2， 活性化エントロビーは約 2 倍 の値を有している。 これら活性化ノfラ
メーターの値はβ位にある炭素上 の水素の数によって変化すると推定された。
( Bull. Chem. Soc. J p n に掲載)
108 
ナフタレンによる液々抽出一国体分離法による金属微量分析
中 嶋 利 一
ナフタ レンを抽出剤とする液々抽出一回液分離法による微量金属分析法に関する研究を行ない， 次
の結果を得た。 ( 1 )  8ーメルカプトキノリンによるビスマス及びトルエン 3， 4 ジチオールによ
るモリブデン定量分析の基礎的諸条件を確立した。 ( 2 )従来の液々抽出法と比較し， 約lオーダ一
分析感度の向上が可能で、ある。 ( 3 )標準偏差法による分析精度は， 1.4%以内である。 ( 4 )共存す
ると思われる妨害金属は， 従来法と同様の前処理により除去が可能で、ある。
1ーアントラキノン スルフエン酸の化学反応性に関する研究
中 山 和 也
スルフェン酸類は， 一般に不安定で、チオールの酸化中間体としての振舞いや， その反応性に関する
研究はほとんどなされていない。 本研究では数少ない安定スルフェン酸の一つである1 アントラキ
ノンスルフェン酸を用\， " 親電子オ レフィンに対する付加反応や分解反応及びチオールとの反応を調








非 ベンゼン系紙i合型化合物のシクロへプタ [ a)フェナ レンのキノン体であるシクロへプタ [ a ) 
フェナ レン 6 ， 12 ジオン ( キノン )の合成を行い， その物性をCV， I H 及び13 C -NMR， U 




Studies on the Ei-Reaction Mechanism of the Sulfoxides 
吉 津 正 樹
β十位に水素を持つスルホキシドを熱分解させると， 相当するオ レブイ ン及びスルフェン酸を生成
することが知られているが， その反応、機構は明らかになっていない。 本研究では， その機構を明らか
にする目的で， エチルフェニルスルホキシドのα一位及ぴß一位にいろいろな置換基を導入し， その









嘉 藤 雅 記
本研究は資源再利用の観点から， 新しいバッテリースラ イムの湿式処理プロセスを開発するために，
プロセスに関する熱力学的な検討及び実験的な研究を行なったものである。 実験結果を基にDETA




杉 本 育 弘
Mn 鉱の還元に関する知見を得る目的で， 発生ガス分析法と定電位電解法とを組み合せて MnO お
よび、MnFe204 の炭素熱還元実験を行ない， それぞ、れの還元過程について 検討した。
恥量1 Fe204 中の孔告10の還元過程の初期では Fe-Mn 炭化物の生成反応、が進行し， B oudouard反応
が律速過桂となり， みかけの活性化エネルギーの値として約加5kJ/mol 7門学られる。 E PMAおよび
非水溶液系の電解液を使用する定電位電解法により， 不安定で、微品IIIな反応生成物を “in situ"な状態




出 本 敏 貴
軽量で強靭な材料の開発は時代の進歩と共に益々重要な指標となっている。 近年複合材料分野の進
歩と共に新素材として開発， 研究が盛んに為されている。 すなわちニューセラミックと金属の結合と




土 岐 浩 之
水蒸気雰囲気における 9， 36%Ni鋼， 9，  17%Cr鋼の高温酸化挙動を解明するため， 生成する
表層ス ケール， サブス ケールの形態， 組成， 厚 きを調査し， 下記の結論を得た。 ( 1 )いずれの鋼も
スケールの析出は放物線則に行う。 Ni， Cr 濃度が高いほど全体の酸化を抑制する反面， サブスケー












福 持 泰 明
Si を過剰に含むAl一l'v1g2Si 合金は実用合金として非常に有名な合金であるが， 粒界破断を起こす





古 野 良 一
天然硫化コバルト鉱は複雑鉱として産出する機会も多し その精錬方法は極めて多様で不明確な点
も多い。 本研究はこれらの鉱石を構成する成分の一つであるCoS， CoS 2， 及び'C03S4 の合成試料を用
いて硝酸水溶液中における酸化浸出反応について， 速度論的立場から考察した。
その結果酸化浸出反応は{共試料の差異にかかわらず SO及び S� イオン生成型の並発反応として
進行し， 総括反応は界面反応、律速で， 速度式は次式のよ7な一般式として表示できる。
-d[CoSy)/dt=Z . exp (  -Ea/RT) ・Acoxsy ・[ HN03)
高温， 高速， 高荷重下における軸受鋼の焼戻し硬度の軟化現象
山 中 秀 行
軸受鋼の高温， 高速， 高荷重下における転動疲労に及ほすPの影響を焼戻し硬度の軟化現象と関連
させて検討し， 下記の結論を得た。 ( 1 )使用した軸受鋼の焼戻し硬度は焼戻しパラメータT (C 十
log t)のCが10の時に最良の相関を示した。 ( 2 ) 軌道直下の断面硬度変化は試験初期と長期稼動の




山 本 公 俊
本研究は資源の枯渇あるいは再利用の観点から， 非ボーキサ イト鉱石や， 産業廃棄物からのアルミ
ナ回収に溶媒抽出法の利用の可能性について検討したものである。





極低炭素鋼の再結品集合組織に及ぼす微量元素 (Al， B，  N， Nb， Ti)の影響を調査して， 下記
の結論を得た。 ( 1 ) 深絞り性を判断するr 値は11111のX線回折強度と強い相関がある。
























狭 川 直 之
アルミニウム合金押出村の品質の向上や.jql H\性の改普を図るためには.j�1 11\引の来たす役割ヵ、非常に
重要であり， 引の適切な設計は不可欠なものである。 本報では熱間押出時のメタルフローを711 設計に
対応して明らかにするとともに， �:;村の薄l勾化 ・形状制御に役立つフロ一方、イト、の設JIと， .j41出し歩
留りの向上を目的としたダミーブロックJf�状の設計を行った。
オプトエレクトロニクスにおける微小量計測システムの研究
永 田 可 彦
形状や変形量の光学的計ì�JJは， 大きく点計ìlliJと而計ìWJに分対できる。 本論文;では， ，[:，1、，ih!!lJとIlIl計ìWJ
の長所を取り入れた測定ー装置について報告する。 一つは， 点計測で得た値をコンビュ タによって組
み立て， 被ìl!lJ定物体全面の形状や変形を把握する。 一つは， 出計ìWJにより得たIflí'!\'J幸11.をコンビコータ
によって分解し， 定量的な値を精度良く得ることを可能にする これにより， 形状制定においては，
稼働中の試料物体の形状を全面にわたり高速度で測定できた。 また， 光のF-ìJt，による変佼量iWJ定では，
山歩縞の解析を簡単にかつ短時間で実行できた。
(秋季精機学会(1984) ， 春季精機学会( 1985)にて発表)
A斗τ14 1・i
超塑性7475合金 の拡散接合性に関する基礎的研究
宮 前 宗 裕
高強度 7475 Al合金の超塑性 拡散接合加工 ( SPF-D B )を基礎的に研究した。 すなわち，520
oc， _104 Torrで超塑性変形後ただちに拡散接合可能な試験装置を製作し， 接合強度と組織に及ぼす




山 林 稔 治
押出加工では， タイスに非常に高い内圧が作用し， その応力集中がダイス寿命の低下の大きな要因
となっている。 本報では， ダイス外壁に添付した高温ひずみゲージより， ダイス内圧分布に及ぼすダ




荻 下 雅 敏
乱流域における偏心二重管環状部流れは原子炉における燃料棒の湾曲や， 熱交換器における不正配
列などを想定したモデルとして有用であり， その伝熱機構を解明することは重要な課題である。 本研
究では流れを現象論的に解明すべく偏心環状部流れに関して熱線流速計 ( 2 チャンネル )を用いて速
度， 乱流強度， レイノルズ応力の各分布を調べ乱流機構の解明を試み， それらの相関を明らかにした。
静電場における粘土層内の液状水移動に関する研究
笹 井 丈 博
粘土試料層 ( 水て、練ったもの)を静電場におくと， 試料層の一端 ( 陰極側 )から液状水が流出する。
この脱水過程における試料層内の含水率分布の変化を測定し， 数時間の聞は分布に極大値と極小値が
存在し， 20時間程度経過すると陰極側で高い平滑な曲線状の分布となってほぼ平衡 ( 脱水量ゼロ)に
達することを認めた。 この現象を通常の電気浸透作用のほかにO SPが作用するとみなして解析した。
ロリ1A 可Eム
塩 ビ 重合の暴走阻 止
ー最適操作の知識工学的探索ー
中 田 修 一
本論文の目的は塩ビ重合缶・運転者用の異常時処置支援システムの設計であり， 設計に必要な知識
は実験により獲得する。 先ず， 実験に用いる塩ビ重合シミュレータ(これは先輩の涜水、 吉村が製作
ずみ) が適切な精度を持つことを確かめ， 次に異常時処置の有用性判定のための評価関数式を作成し
た。 この準備行動の後に， 異常時処置実験を行な1， " いかなる子段が有利であるかを上記の評価関数
式を用いて探索した。
三相流動層型生物膜廃液水処理装置によるBOD処理操作の検討









石 丸 信 雄
起i高真空中(� 1010Torr) において， Si ( 1 1 1) - 7 X 7， (l 00 ) - 2 X 1 )�板上に，恭松温度(主以，
3500C， 500"C) をパラメーターとして， Ge をタングステンヒーターを用いて恭着し， -30入 までの
膜l手のGe の初期成長過程を低速電千線回析(LEED) ， オ ジエ電f分光(AES) と組み合わ




藤 本 易 史
図書目録カードに記載きれている書誌情報を自動認識・分類するOCRシステムの構築を試みた。
本システムは前処理部， 文字認識部， 項目分類部の3つの部分からなる。 前処理部はカード画像の 2
値化入力から文字部切り出しまでを言つ。 この時， 文字あるいは文字の一部に相当する黒画素塊はそ




古 瀬 正 浩
情報社会の到来に併し\ 画像の良否が， 益々重要な事柄となっている。 テ レビジョンに於いても，
ゴースト問題が， 依然、として解決さるべき重要な課題である。 この解決策は， ゴースト波を受信しな
いことであるが ( これには二基のアンテナを用いて大きさと位相を調整する方法等の対策が行なわれ
ているが )， アンテナの指向性をもっと鋭い指向性とすることも， ゴーストを解決する一つの手段で
ある。 しかしながら従来の方法， 例えは、水平スタック導j皮器をもったセミログ型八木アンテナでは4 0。
の半値角を得るのに全長が4 � 5波長のアンテナとなり， アンテナが非常に大きなものとなる。 この






分子配列の変形状態はセルの印加電圧一静電容量 ( C -v )特性の形で求めた。 この解析では， 液晶
とセル基板表面との結合係数が考慮されている。 結合係数が無限大である場合 ( ストロング・アンカ
リンク )と有限の場合 (ウィーク ・ アンカリング )について， C-V特性の比較を行った。 さらに，





強磁性体 ターゲットに対しでも充分マクーネトロンスバッ タ法の適用できるE Pマグネトロンスバッ
タ法を考案し， 装置を試作した。 この装置により垂直磁気記録用媒体として最適なCo-C r 膜を作成
し以下の特性について測定を行った。
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